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今
年
は
国
連
の
定
め
た

「
国
際
生
物
多
様

性
年
」
で
す
。

そ
し
て
１０
月
に
は
名
古
屋
で
、

「
生
物
多
様

性
条
約
第

１０

回
締
約
国
会
議

（Ｃ
Ｏ
Ｐ
ｌＯ
ご

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

生
物
多
様
性
の
保
全
の
た
め
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や

自
然
保
護
団
体
は
、

行
政
の
施
策
、

企
業
な

ど
事
業
者
、

市
民
な
ど
と
つ
な
が
り
を
持
ち

な
が
ら
、
多
面
的
な
取
り
組
み
を
進
め
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
ま
た
広
く
市
民
は

「
生
物

多
様
性
」
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

生
物
多

様
性
と
日
常
生
活
の
つ
な
が
り
を
意
識
し
な
が

ら
生
活
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、　
第
１
部
で
環
境
省
の

生
物
多
様
性
に
関
す
る
施
策
を
お
話
い
た
だ

き
、　
第
２
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
、

多
様
な
主
体
に
よ
る
生
物
多
様
性
へ
の
取
り

組
み
を
考
え
ま
す
。

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
、
生
物

多
様
性
に
お
け
る

「
つ
な
が
り
」
と

「
個
性
」

を
み
ん
な
で
考
え
る
機
会
と
し
ま
し
ょ
う
。

■大板市立総合生涯学習センター第 1研修室
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主 催  近 畿環境パートナーシップ牙フイス (きんき環境館)

☆きんき環境館は、近畿地方環境事務所とNPO法 人大阪府民環境会議が鶴働運営しています。

定 員 100名

醜み鵠罷稲撥噛鞠艦景諒常「
間合せ TELi 06-6940-2001(担 当 成 出)

備 考  プ ログラムの第1部のみ、または第2部のみの参加も口能です。
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